










一般社団法人京都府建設業協会 会長
株式会社 岡野組 代表取締役

岡野 益巳

　2013年１月時点で、全国の景観行政団体は568団体、今
後景観行政団体になる意向のある地方公共団体が約300
団体で、景観法制定以降、景観行政に取り組む地方公共団
体の裾野は広がっています。
　研究懇談会では、小樽運河の整備と「ふるさとまちづく
り寄付条例」を活用した歴史的建造物の保全の取組、北海
道後志地域における廃屋空き家対策モデル条例、空き家バ
ンク制度の取組、京都からは地域景観づくり協議会制度を
活用したまちづくりや、京町家まちづくりファンド、京町
家カルテなどの取組の紹介、そして横浜市や茅ヶ崎市の景
観審議会の事例から事前協議の大切さなどが紹介されま
した。

　去る2013年9月1日、日本建築学会大会（北海道）において、「景観法10年の検証 －市町村景観行政の課題と展

望」と題した研究懇談会が開催されました。景観法が制定されたのは2004年、来年で10年目を迎えることになり

ます。この節目に向けて、景観法ができたことで景観行政はどう進んできたのか、どんな課題があるのかを検証

しようという取組です。当センターが全国初の景観整備機構の指定をいただいたこともあり、私もパネリストと

して参加しました。ここでは、この研究懇談会の議論をご紹介したいと思います。

　景観法ができたことで取組の裾野は広がったのですが、廃屋・空
き家対策のように景観法で対応できない景観課題もあり、都市計画
制度や地域づくりなど総合的な取組の中で景観行政を考える必要
性があることなど、制度のあり方への課題も提示されました。
　一方、人口減少、高齢化、地場産業の衰退などが進む中で、景観に
焦点を当てて地域再生に取り組む事例が全国的にも増えているよ
うです。その地域再生はコミュニティ再生と密接に関連していま
す。特定の人達で議論するのではなく、オープンな議論をしていく
ことが、コミュニティ再生につながり、地域を評価することにつな
がり、更に景観計画の基準のあり方につながっていく、そんな展望
が共有されました。

財団法人やNPOなどで、景観行政団体から良好な景観形成に関する業務を適切に進められると認定された団体。

景観行政を進める地方公共団体のこと。政令指定都市や中核市は自動的に、その他の市町村は都道府県と協議の
上、景観行政団体となることができる。京都市は景観行政団体である。

2004年6月に公布された良好な景観形成を促進するための法律。地方公共団体が実施する規制力のある景観
施策の根拠法となっている。

主旨説明   浅野 聡氏（三重大学准教授）

　千年の都京都、国際観光都市京都、その京都の歴史的風
土特別保存地区の南禅寺に68年間住み、美観地区の岡崎
にて建設業を148年間営んでいます。この周辺には銀閣
寺、法然院、真如堂、黒谷、永観堂、南禅寺、平安神宮、青蓮
院、知恩院などの社寺仏閣や野村別荘を中心とする昔から
の別荘街と、老舗料亭など枚挙に遑が無いほど歴史的建
物が建ち並んでいます。その中に、京都市動物園、疏水記
念館、京都市美術館、京都府立図書館、京都会館、みやこ
メッセ、国立近代美術館など近代的な文化施設があり、ま
さに和洋折衷の地域と言えるかも知れません。そして、その
ほとんどが疏水沿いにあるか、疏水分線から取水をして、
何らかの形で疏水の恩恵をこうむっています。その本線は、
岡崎、夷川、鴨川、川端通りに沿って伏見へと流れ、逆は若
王子、銀閣寺、北白川に向っております。その流れに沿って
哲学の道もありますが、全て疏水を中心にまとまっていま
す。疏水のお陰で、分流には自然がまだ残っています。春に
はタンポポやレンゲ草の草花が咲き、しだれ桜も何とも言
えず美しい。夏には蛍が乱舞し、水辺には多くの生き物が
生息しており、たまに、イノシシやタヌキの突然の訪問に
びっくりさせられます。もし、琵琶湖疏水がなければ……… 
ただの住宅地になっていたように思います。
　町の中にも、巾１.５ｍ位の水路があれば京都の町なかの
風情も大部変わるのではないかと思っています。水路に
よって自然環境が変わり、町並や町家がより映えるととも
に、人々の憩いの場ともなります。
　また、災害時にも大変役に立つと常々思っております。特
に最近の集中豪雨で河川が溢れても水路が沢山あれば逃
げ道になり、対処出来るのではと思っています。
　阪神淡路の大震災の時でも、疏水があれば、あれだけの

大火災が起らなかったのではと神戸の色々な方から聞きま
した。その様な事を思う時、町家の保存や建築の容積、建ペ
イ率、高さ制限、風致、美観も大切ですが、安心・安全を基本
に考えると、都市づくり、都市計画に則り、道路、河川、橋梁
等をもう少し良く考え、整備しなければどんどん都市が壊れ
ていくように思います。いずれ観光客も来ない様になるので
はと心配しています。
　私の住んでいる南禅寺、東山一帯はこれから紅葉シーズ
ンになると、道路が大渋滞になり、全く動きがとれません。
もし、火災や急病の方があれば、消防車や救急車は全く入る
ことが出来ません。どうするのでしょうか？私の町内では
「南禅寺地域の環境を守る会」があり、町並みにあった木の
看板造りや清掃活動などを行い、地域の環境を守っていま
す。ここで毎年、春、秋の交通渋滞緩和について討議をする
のですが、妙案がありません。もちろん町家の多い東山区も
同じことを心配されていると思います。
　私は町家を保存するだけでなく、どう生かせるのか、この
狭い京都をどう使うのか、百年先を考え安全な都市計画を
行ってこその話であり、町家街だけでは京都の町の魅力は
守れません。色々な地域があってこそ京都の奥深さや風情
も生きてくると思います。最近「おもてなし」という事が盛ん
に言われていますが、京都市民憲章を守り実行し、安心・安
全な町づくりも「おもてなし」ではないかと思っています。

　大回り乗車というのをご存知だろうか？JRの都市近郊区間を、最短区間の切符で、“一筆書き”の要領で同じ駅を二度通過すること
なく長距離乗車することである。時間に余裕のあるリタイア世代ならではの楽しみであるが、一度やってみるとハマること請け合い。
　京都にお住まいの方へのお勧めコースは、京都から奈良線東福寺までの１区間140円の切符で湖西線からスタート、近江
塩津から北陸線・琵琶湖線で草津へ、草津線で柘植へ、関西本線で加茂へ、木津から奈良線で東福寺へというもので、乗り継ぎ
時間も含め約6時間弱、鉄ちゃん、鉄子ならずともじっくり楽しめる。勿論違法ではなくJRで
も公認、検札の際は「大回り中」といえば車掌はニッコリ笑って応対してくれる。
　普段あまりおなじみでない風景を車窓から眺めることで、これまで気づかなかった色んな
再発見がある。是非お試しあれ。

写真：岡野 益巳 氏
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